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働
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せ
r
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に
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^

ら
す
、貨
物
の
價
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は
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た
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,

&せ

ら
れ
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勞
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の
み
の
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す
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Z
ろ
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る
に
，潔
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謂

へ

ら
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度
蓄
積
せ
ら
；れ
、

»

所
有

#

之

t
生

S
に
投

V
Tる
^

き
は
、摩
逾
物
：の
，價
.格
の
一
部
は
此
企
*
家 

(
u
n
d
e
r
t
a
k
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^

に
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利
■

と
し
て
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與

ぐ
ら
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ざ
る
、可

か
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故
R

激
動
者
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'J
r

料
に
：附
加
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せ
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奪
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場

：
合
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_
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者
の
賃
銀
支
配
に
充 

て
ら
れ
、1

は
雇
主
が
原

料

及

び

:*
«

£
し
1
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狒
a

せ
、る
全
ま
本

^
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す
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‘利
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即
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貨
物
の
項
格
：中

'に
_於
：て
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利
谓
ば
勞
慟
の
賃
錐
ミ
舞
然
異

な
.り
、且
全
く
別
の
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坪
に
.由
^

て
支
配
せ
ら
る
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M
成
部
分
を
な
す
も
の
な
え
旣
に
斯
の
如
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な
れ
ば
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勞
働
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全
生
產
物
は
必

.し

.も
常

^

: M
働
蓉
に
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顧
せ
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勞
働
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は

#

く
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揚
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已
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を
«
躪
す
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資
本
の
：所
有
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ど
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を
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た
ざ
る
ベ
か
ら
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又
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生
產
に
投
せ
6
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勞

働

*

も

亦

そ
の

通

脅
^

買
'し
、支
配
し
、又
.は

之
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交
換
せ
-ら
.る

ベ
'き
勞
働
暈
を
左
右
.し
得 

る
.
唯
一
の
事
僻
た
ら

'

ず
。
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豫
め

賃
銀
を
支
拂

ひ
、彼
の

勞
働
‘
の
原
'

料
を

俄

給

す

る

資
本
の
.利
潤 

に
對
し
て
、再

^

.追
加

量

幽

與
-

ら

る

、
も
の

な
か
る

可
か
ら
ホ
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デ
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更
に
又
土
地
が
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洧
.せ
ら
る
、

や
#

働
濟
は

土
地

0,

用
の
許
可
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•

ん
が
爲

に
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そ
の
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働
が
聚
集

又
は
生

.產
せ

る
も
の
、

I

部
を
地
主
に
投
棄
せ
ざ
る
べ
か
ら
す
。
此
部
分
は
、若
し
く
は
羅
竟
之
ビ
同
一
物 

な
る

.出
部
分
の
氣
格
は

.地
代
ヒ
な
全
貨
物
過
华
の
價
格
中
に
於
て
第
三
の
構
成
.部
分
を
な 

す
も
の

.

」

に
し
て
、進
步
せ
る
社

#

に
於
て
は
、大
多
數
質
物
の
價
袼
は
多
少

0
程
度
に
於
て
賃
銀 

(

或
は
謂
ふ
勞
働
利
濶
地
代
の
三
潜
を
似
て
構
成
せ
ら
る
。
而
し

w

個
々
貨
物
の
價
格
が
"結
局 

賃

0 
0
:
0
並
に

‘
地
代

R

分
解
せ
ら
る
ビ
せ
ば
揉
等
貨
物
の
全

.量
：を
以
て
成
る

|

國
年
生
.產
の 

全
景

^

し
く
は
其
價
格
も
爻
た
賃
銀
利
濶

.若
し
ー
く
は
：.她

代
^

し

て

國

民
0

間
に
分
配
せ
ら
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し
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値
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し
く
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l
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交
換
價
値
の
構
成
要
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を
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に

し
た

る
後s

m
i
t
h
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貨
物
の
自
然
慣
格
が
そ

'
の
市
場

®

格
を
左
右
し
、後
潘
は
結
局
後
者
に
歸
着
せ
ん
ミ
す
る

^

の
，な

る

こ
^

■
を
說
明

.す
。
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.

一
貨
物
の
自
然
價
格
ビ
は
、價
推

'-
0

三
耩
成
要
素

♦か
、各
冷
そ
の
自
然
率
：に
一
致
せ
る
場
合

0

價
.
 

■
格
を
謂
ふ
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而
し
て
價
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構
成
舉
素
の
自
然
率

ガ

は
、そ
の
普
通

®

又
は
羅
均
率

©

義
な
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日
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會
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地
方
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g
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u
r
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に
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け
る
#
銀
並 

K

利
潤
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率
又
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均
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又
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茈
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猶
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物
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、
翼
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f
貨
物

I

効
：.霊
を
滿
た
す
に
足
ら
ざ
：る 

I

は
、
I

市
^
價
格
碧
の
不
足
の

■

度
、霊

■

の
資
力
及

s

-f
並
に
貨
.物
の
重
要
の 

遞
丨

^

じ
ヤ
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m
.囉
格

m

Ih
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騰
貴

I
、貨
物

‘量
有
効
需
要
に
超
；過

す
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 ̂
3
は
、そ
の

S

刺
の 

0
0
及
b

.資
芽
き
取
：り
速

'か
.：

4
:

過
.刺
，
#

を
處
分
し

T
'す
る
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必
要
刺

-a
名
ぜ
否
ミ
に

®

じ
て
、
 

市
.
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馏
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似
；
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1
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物

*
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？

き
は
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場 

t

悉
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致

す

：
：；

.
斯

，
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如

く

 

I

宽
の
時
を

.取
て

.运

へ
ば
、市
場

ff
l

膝

.U
0
然
價
格
の
上
下
に

.逸

.
 

服
す
る
ネ
の
な
カ
ゼ
難
も
、長
魯
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で
見
る
重
は
、自
由
競

.宰

.0
妨
げ
ち
る
、

£
な
♦

限

>
、貨
物

*

は
有
効
需
耍
に

«

合
し
、焕
て
市
場
憤
格
味

,

然
價
格
に

1

敦
贫
ん
务
す
る
の
鱗
向 

を
有
す
。
藻
し
一
貨
物
の
市
場
價
格
を

0

_
然
：慎
格

0

^
に
_

#
時
は
、價
格
掃
成
要
素
ば

%- 

©

自
然
率
以
下

1C
下
降

#
、̂

“

得
す
。
從
て

-
勞
働
資

.
本
又
は
：土
地
は
、旬

の

現

用

途
X
 
&
撤 

_
圆
せ
&

れ
て
S
貨
物
の
供
，給

を
®

少
せ
し
め
、反
對
に
一
貨
物
の
市

«

價
将

0 .
#
價
格
以
上
に
扭 

る
ビ
き
は
、を
の
法
產

」

に
秦
：伽
せ
る

-
勞
働
資
本
：及
び
土
地
の
何
れ
か
は
、必
ず
を
の

.
S
然
率
以
.上 

の
：報
酬

fe
受

t

る

を

ー

以

論

働
«

本
.又
は
土
地
：は
、他
.ょ
：ヶ

吸
?]
せ
，ら
れ
來
k

て

を
の
：供
齡
钇 

墻
加
：免
し
め
、何
れ

‘が
し

.で
：も
結
局

®

物
.
.量

e

し

で

有

效

雷

要

.に
_ r

致
せ
し
め
す
ん
ぼ

a
 
A
ざ 

る
を
以
て
な
を
。
故
に
日
く

f

t
然
價
袼
は
：
：
謂
は

"

-
絕
え
ず
一
切
貨
物
の
，價
格
起
吸

51
せ 

る
中
心
價
格
.取

6」

ビJ
p
.
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M
れ
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l

hの
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換

®

値
及

.

.び
‘價
格
論
の
大
■
と
变 

.

0
;

.

:

.

,
上
鶴
：の
如
ぐ
予
が
見
：る
と

S
ろ
を
以
て
す
れ
ば
、

A
d
a

日

S
m
i
t
h

は
*

買
せ
ら
れ
若
し
ぐ

m

鬼 

配
せ
ら
今

 

>
勞
働

*

を
'
以
：て
、爽
換
懷
値
測
.定
の
尺
度

,

な̂
し
、»

物
：を
貨
物
ビ

0

交
換
比
、雄

が 

至
つ
.
て
嘀
原
始
野
蠻
-
の
.社
會
.
.に
：.
-限
か
て
，貨
物
へ
0
:生「

摩
又
-
は

獲

得
1C
。費
.や

さ

る
V

勞
働
量
之
：を
：
 

決
.す

 ̂

.
も
»

本
©

は
蓄

.
«
せ
0
忮
土
地
旣

.に：.占
^

せ
ら
れ
拎
る
騰
：に
，

^

て
は
、之
を
決
定
す
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-

.

.
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六
^

も
の
は
、生
產

.
に
參
加

'せ
る
勞
働
資
本
及

;̂
±

_

じ
對
ず
る
賃
銀
：利
：潤
：並

：に
：地
.代

の

多

タ

な
o 

ど
な
す
も
の
な
り
ビ

.雖
1此
«

釋
.
.に
對
し

V

は
疑
を

#
•む
の
餘
地

^

ぐ
な
き
に
あ
ら
ず
。
疑
問 

は
資
本
の
蓄
檄
及
び
土
地
の
私
有
旣

 

'に
行
は
れ

^
,る
_

、貨
物

0

價
«

又
は
價
格
は
•果
し
て
賃 

銀
.利
潤
及
び
地
代
の

2

構
：成

®

素
に
由
り
て

a!
右
，せ

&•
る
ゝ
も
の

f

か
、或
は
價
値
又
は
價 

格
は
依
然
ど
し
て
生
產
上
に
費
や
さ
れ
た
る
勞
働
量
の
み
の
：決
定
す
る
ビ
こ
ろ
に
し
て

"
た>

 

そ
の

收
得
が
、右
の
ー
三
要
素
这
分
配
せ
ら
名
、
に
.止

ま

る

^
0.
:點
'に
：_

る
。
-
子
の
：解
す
る 

ろ
を
以
て
す
れ
ば
，

S
m
i
t
h

は
資
本
の
蓄
檀
及
び
土
地
の
私
有
未
だ
行
は
れ

^

る
前
と
、ぞ
の
既 

に
行
は
れ
た
る
後

^j

に
由
り
、て、當
物
朋
交
換
比
率
を
左
右
す
，る

.原
因
の
同
一
な

6

ざ
る
事
を 

認
め
た
る
こ
ど
上
、述
の

.如
し
せ

*

彼
、'れ
は
又
之
ビ
相
容
れ
ざ
る
、物
の
交
換
®
値
は
投
下
勞
働 

量
の
み
に
由
て
決
定
せ

ら

る
，
も
、資
本
の

#

積
土
地

0

占
有
行
は
れ
れ
る

_

に
於
セ
は
、生
逄 

せ
ら
れ
た
る

.價
値
：
全
：額
は
：勞
働
者
の
手
中
に

歸

入
せ
ず
し
て
、彼
ば
之
を
地
.主
資
本
象
ど
分
づ 

も
•の

ff 
h
y
せ
，の
思
想
，を
も
表
白
せ
る
こ

ビ

一
再

.に
止
ま

5

ざ
る
な

办
‘

例
へ
ば
旣
記
の
如
く
、
 

資
本
家
が
生
產

^

暴
加
せ
る
曉

C

於
て
は

#

働
#

が
原
料
に
附
加
せ
る

.價
値
は
、此
場
合
ニ
個 

の，部
分
に
分
れ
る

。

' 1

は
勞
働
者

：

賃
ヘ
叙
支

#

の
用

^

充
て
ら
れ
、

1

は
、
*

主
が
原
料
及
‘び
賃
銀

W

し
て
前

.

g

ひ
せ
る
全
資
本
に
對
す
る
利
濶
と

#

る
云
へ
る
が
如
き
、

|
旦
土
.地
か
悉
く
敌 

有

rl
t

產
ミ
な
る

' や「

地
主
も
跸
ル

.て
の
他
の

*•
:匕
同
じ
く
藤

.か
ざ
る

S

こ
ろ
に

»J
&

ん
e

欲
し
、
 

を
の
自
然
的
生
產
物
に
對

.し
て
も
猶
且
地
代
を
要
求
す

」

ミ
^

5
1
)

云
ふ

‘が
如
き
、或
は

「
土
地
が

，
IA 

有
財
麵
と

5:
-
る
^'
地
主
ぬ
勞
働
翁

.が
'
土
潘

.
ょ

P
敬
は
座
出
し
或
ば
窗
集
レ
得
る
枪
ど
ー
切
坐 

產
物
の
配
當
を

要
求
.す
。

地

主

の
地
代
は
、土
地
の
上
に

k

せ
&
れ
た
る
勞
働
の
银
逄
物
に
對 

す
る
第
一
の
控
除
お

9

0」

■;
:
利
潤
は
土
地
に
投

0
ら
れ
尨
る
，勞
働
の
生
產
物

X

ぅ
の
第

”
1 

の
控
除
た

h

o
他
の
殆
ど
凡

'て
の
勞

.

.輝
の
：生
產
物
も
亦
.同
欉
の
利
濶
控
除

^.
敗
れ
ず
。

一

切 

の
手
エ
業
及

.び
製
造
業
に
於
で
、勞
働
，者
の
大
部
分
は
爾
め
そ

0:
製
作
@:原
料
ち
製
作
の
完
成 

す
る

^

至
爲
迄
の
錄
銀
を
生
ィ
活
ー
資
料
せ
を
供
給
す
る

»

主
；あ

.る
と
怒

#

す
。、.
.
*
主
は
勞
働
蕤 

.の
勞
働
生
產
物
、又
は
勞
働
が
そ

」

.
0等
へ
ら
れ
た
ん
原
料
に
附
加
ず
る
德

»
.の
分
配
の
與
か
る
。
 

彼
れ

0 :
利
潤
は
此
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積

の
/ 

前
A 
?

に
由
ゆ
て
果
し
て
其
摘
則
を

’異
に
す
る

^

の
尨
力
や
否
や
、及
び

«

代
ビ
生
遨
物
の 

0

胳
ビ
は
何
れ
が
先
づ
存

:1
.
て
«

を
決
定
す

-6
か
の
點

^

觀
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せ
ん
乙
ビ
に
服
名
カ
を
用
ゐ
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見
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に
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も
亦
市
場

1:
於
妙
る
時
々
偶
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* 

.

.

.
:

.

.

.
•
:

發
的

Q

原
因
に

*

&
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®

ま
る
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物
の
現
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®

胳
又
は
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場
價
格
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actual 

or 

m
a
r
k
e
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 p
u
c
e
,
の
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に
究
竟
之
を
支
配
す
る
沐
來
の
启
然
價
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名

4

の
を
求
め
、市
場
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格
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要
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相
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々
て
變
働
を
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■
?
&れ

す
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_

4

«顧
爭
の
行

.
M
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、
振
方
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V
§

:に
®

多
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ニ
潘
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相
離
る

、

こ
ビ
能
は
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ず
し
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T

場
償
格
は
結
局
自
然
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格
に
一
致
す
ベ
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あ
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價
格

«

即
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交
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ざ
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0

S

七
四
' 

せ
ら
る
.
、
に
北
ま
れ
ど
も
、Ri

c
a
r
d
o

は
そ
の
然
る
事
を

.明
記
：し
て

T

貨
物
の
；交
換
價
'値
又
は
一
貨 

働
が
有
す
る
購
買
カ
ビ
云
ふ
に
當

6

て
は
、予
は
常
に
貨
物
が

M

#

一 

時
®

然
の

M

写
に
妨
げ 

ら
れ
ざ
る
場
合
に
有
す

ベ

き
購
買
力
を
意

-味
す

0
是
れ
即

.ち
そ

.

.の
：自

.然

M

格
な

I
h
o

」

ビ
謂
へ

t 

1

?

00
VO)

故
は

彼
水
の
交
換
價
値
論
は
、貨
物
ビ
貨
物
ビ
の
市

©

に
於
け
る
現
實
の
变
轉
比

_ 

は
史
竟
何
に

’由
て
支

f

m
ら
る

、

か
.の
法
則
を
立

.て
ん

S

す
る

R

外
な
ち
ざ
る
も
の
な

6
-
0
 

‘交
換
價

«■
の
法
則
を
立
つ
る
に
先

.だ
ち
、R

i
c
a
r
d
o

は

S
m
i
t
h

 

<k>

典
に
使
.用
上
の
潰
値
ど
交
換 

-

上
め
價
値
と
を

.區
別
す
。
皆

c
a
r
d。

に
あ
り
て
も
、使
用
價
値
は
特
定
物
の
利
用

^

換

J:
の
價
値 

は
其
物
の
所
有
に
，由
て
賦
與
せ

&

る

、

他

物

購

，買

力

の

義

な

り

。

而

し

て

g

へ
ら
く
、如
河
な 

る
方
法
に
於
て
も
人
の
滿
足
に
寄
與
す
る
ど
こ
ろ
な
き
も
の
に
交
換
價
値
あ
る
ベ
き
の
迎
な 

き
を
以
て
、交
換
價
値
は

-使
用
價
値
，あ

る

こ
..と
を
不
可
缺
前

.提
ゼ
す
と
雖
も
到
用
大
に
し
て

,
 

値
僅
少
又
は
皆
無
な
る
も

.0
あ
ぅ
、又
利
用
小
に
し
て
價
値
大
な
'る
も
の
あ
る
こ
ビ
は
人
の
日 

;«
目
■

す

る

ミ

こ

ろ

な

名
：：

を

：
以.て「

利
用
は
交
換
價
値
に
絕
對
的
に
缺
く
可
か
ら
ず

€

雖
も
、そ 

の
尺
度
に
は
あ
ら
ず

0」

®E
R

利
用
あ
る

.も
の
ビ
せ
ば
、貨
物
の
.交
換
價
値
は

‘ニ
個
の
源
衆
ょ
り 

生
す
。

そ
の
稀
少
性
々
之
を
取
得
す
る
に
要
す
る
勞
働
暈

s

S

.な
り
。
\
爲
を
以
て
其

^

往

が

量
す
る
こ
ビ
猫
は
ざ
る
貨
物
の
價
値
は
督
初
之
を
造
る
が
爲
め
に
要
し
れ
る
勞
働
量

' 

一
 

ビ
何
等

相
•係
は
る
ミ
こ
ろ
な
く

M

に
そ

.
の
稀
少
性
に
由
て
の
み
決
せ
ら
れ
、之
を
漉
ん
士
欲
す

.

る
も
の
、
富
裕
並
に
嗜
好
の
度
に
應

.じ
て
爾
動
す
。
珍
奇
な
る
繪

1

刻
、稀
觀
書
、古
辱
一
，
宠 

の
土
地
を
限

i

で
栽
培
せ
ら
る
、
葡
萄
に
て
酸
せ
る
特
殊
の
酒
の
價
雜
の
如
き
は
即
ち
是

« 

b

。
1
然

rl
ど
も

s
c
a
r
d
o

に
®

へ
ば
、此
種
貨
物
は
日
常
賣
買
せ
ら
る
、
貨
物
中
の
極
め
て
小
な 

る
一
部
分
を
な
す
に
過
ぎ
ず
、大
部
分
の
貨
物
は
を
の
獲
得
に
必
璧
る
勞
働
の
投
下
に
由
て 

際
限
な
く
之
を
增
加
せ
し
む
る
事
を
得
る
も
の

.に
し
て

"彼
れ
か
交

^

價
値
を

r

t
る
ー
方
ぅ 

て
..

を
の
念
頭
に
置
く

〜

こ
‘
ろ
\

常

^

人
悃
の
努
力
に
依
て
そ
の

.數
量
の
增
加
し
得
ベ
く
、而
し 

,、v

そ
の
生
產
上
に
無
制
限

^

る
競

.

％

の
作
用
あ
る
も
の
、
み

な

.^
と
す
。

(ibidpp.. 1
1
3
)

:'
•

此
1

の
.貨
物
の
價
値
は
、そ
の
生
產
に
費
や
さ
れ
穴
る
勞
働
最
の
決
す
る
と
こ
ろ
れ
り
..
°

乃 

ら
日
く

「

-f
t

會
の
早
期
諸
段
階

.に
於
て
は
、是
等
貨
物

®

交
'換
價
値
、或
は
そ
の

一 .

方
の
貨
物
の

0 

、
澈
が
他
の
貨
物
亡
交
換
せ
ら
る
べ
き
や
の

*

則
は
一
に

(solely)

も
の
各
自

U
.

費
や

3

れ
た
る 

^
«

暈
に

*

り
て
定
ま
る
も
の
な

b」
： (pp.: 

3
-
4
)

而
し
て

「

若
し
諸
貨
物
に
體

t

せ
ら
す
グ

K

勞 

働
量
に
し
て
、そ
の
交
換
價
値
を
左
右
せ
ば
、勞
働
の
增
加

每
に
、そ
の
加
へ
ら
れ
た
る
貨
物
の
價 
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潰
せ
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は

^

^
之
を
下
降
せ

1

め
ざ
る
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:

と
*
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f
f
i
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,
f撒
硬
換
顧
値
を
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治
す

”

の
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め
生
適
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れ
お
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>
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m
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參
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ま
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せ
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尺
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^
ゐ
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上
を
得
べ
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救
に
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t
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'

5卿
め

如
卿
な

S

に
^

て
ぁ
之
を
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.
*
す

る
爲
め
正
に
同
一
量
の
勞
顧
を 

.
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.
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へ
,
.
.
.
...

ぃ：

■.
 

■'
「

傅
嗽

:^
:
の
_

«
は
一
不
薇

,

名
ベ
く
被

C

以
て
他
物
の
價
値
の
變
動
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、
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へ
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顧
好
の

.次
_

^

名
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.
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* '
れ
ば

s
c
a
r
d
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は
費
や
：さ
れ
々
る
勞 

«

七
.

«讀
交
換
決
定
の
！
因
舞
求

.む
名

;i
典
ね

^

有
の
檟
猶
の
測
定
尺
度
を

^

併
せ
て

it
に 

‘

む
る
名
の
な
务
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1

此
に
：
,

て
激
れ
は
そ
の

«

濟

5«
跑
想
樣
の
基

-a
ど
な
れ
る

>
CL
a
m S

m
i
t
h

ビ

所
見
を
殊
に
す
。
 

彼
れ
は
、凡
そ

*—
*
德

«

價

:»
''
«

]
ち
之
を
谓
喝
せ
ん
ご
欲
す
る
人
が
、眞
：

5

め
に
費
や
す

ぶ
乙 

る
の
も

m

l

l

f

 

?。
凡
を

1

#

1

1

得
し

f

 

w

f
或
る 

他
め

-
 

A

^

a

A
士
欲
オ
る

^

め
に
取

&

て
の
眞
價
値
は
、救
れ
が
自
ら
免
れ
て
他
人
化
課
す 

石
こ
ビ
を

■得
る
努
カ
頌

.凝
衣

;^
。」「

勞
«
.は
一
切
物
■に
對
し
て
支
挪
は
れ
た
る
最
始
の
價
格
ボ 

_

-0
娜
項
货
徹
な
ぅ

#

。j

餐
体
の
舊
攒
土

_

の

私

有

來

だ

激
;̂
ざ

る

厲

始»

#

に

於

て

は、
«

!

I

!

]

!

物
獲
得
に
要
す
る
勞

.働
量
問

0

比
例
は
を
の
相
互
の
交
換
の
規
則
た
る
べ
き

「

唯
一
の
事
情

」

 ̂

る
が
如
し

‘ビ
云
ひ

.て
、̂

換
使
修

0'
'
眞
■源
'泉
を
军
義

•ず
"各
こ
ミ
爾
か
く

‘难
蹤
な

i

し

A
d
a
m
S
m
i

丨
 

t
h

が
@:
ら
別
の

'價
'
'値
の
標
準
尺
度
を
立
て
、一
貨
物
ビ
交
換
せ

.ら
る
、
勞
働
量
又
は
穀
物
量
を 

敗
て
之
に
充
て
ん

t

し
た
る
こ
ヒ
を

».
て
一
貫
を
欠
ぐ
の
嫌
あ
る

4

のW

な
す
な
な

(p.p. 

5i >
。
 

a;
c
aa'
o

を
以
て

_

る
に
、勞
働
の
生
齑
物
が
悉
，ぐ
報

■

匕
し

V

勞
働
翁
の
手
に
收
掲
せ
ら
る

.>
 

も
の

;̂
せ

，
尤
、
齡

値

を
Ji
l
lる
に
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や
さ
れ
た
る
勞

_

(

1

0̂
1
1
1
:ex

p
e
n
d
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o
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o
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p
r
o
d
u
c
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o
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配
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1
1
1
1
1
1
3
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伽

^

す

^

^

?擇
ぶ

-̂
ご
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,な
じ

0 

蓋
し
或
貨
物
力 

一.
.定
量

'の
#
-僅
藍
を
芳
麵
ず
と
は
、反
面

-

0

^
を
_

构
ば

#

«1
一
 

定
■

»

し
て
報
酬
と
し 

て

1

忠
量

«:
;

糊
:̂
0|
:

へ
6;
'る
る

2.
w

?,
T
i外
な

&

ざ
る
を
以
て
、例
へ
ば

.勞
働
生
藤
力
倍
加
す
'る 

ビ

ぎ
、そ

&

報
酬
た
み

tt
i

_

®
妃
舨
同

^

ぐ
儉
加
す
と
せ
ば
、！
！
，貨
•
 %

價

値

は

之

を

生

0
す
る 

爲
め
費
令

}

权
ね
を
發
徽
愚
ヒ
谈
て
姗
る
良

#

rc
歟
す
る
報
酬

.驚

.物
最

_

-
i

て
一
之
を
测
る
も 

織
取
に
於
で
興
^ '

を
^

な
き
を
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で
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れ
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實
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V
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セ
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%
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じ
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A
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a
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s

i「

は
詢

i
r

ょ
く
金

.銀
0-
、其
自

»

0
價
値

®.
搖
を
免
：れ
ざ
な
を
以
て
、之
を
價
値 

許
測
の
尺
度

W

な
ず
ベ
炉

■

る
の

»

を
說
明
し

'
た
b

ご
雖

.も
、彼
れ
が
尺
度
た
る
に
適
す
る 

t

0'
.

k
敵
め
た
ん
勢
饊
又
ぽ
穀
■
の
交
換
價
値

W

雖
も
決
し
て
此
理
の
外
に
立
つ
も
の
に
あ 

&

ず
。
•
即
ち

■

•

の
.
價
'修
成
供
給
現
加
の
難
易
、需
要
の
僧
減
、新

地

域
の

m
發
、轍
入
の
有
無
發 

R

由
て
高
低

3
、

勞
働
の

«

値
也
る
賃
銀
も
亦
啻
に

0
藤
俾

給

の
.

_
係

0

爲
妙
の
み
な
ら
ず

#
 

働
者
生
活

必

需
品
の
慎
格
ビ
共

^

變
動
す
。

A
^
m

 

s
r
n
i
s
l

が
‘勞
働

0'
購
：貢
し
得
る
貨
物
の
量
に
，
 

ぬ

增
減
あ

る
T

S:
'

も
，福

動

せ
•る
は

*

物
‘
の
、價
.値

に

し
て
之
备
購
' ふ
'•勞

.働
の
，
價

値

に

^

ら
中

/ 

「

勞
働

の
み
歡
‘に
_

自

體

の

價

値

.̂
@

動
冬 

時
、有

ゆ
る

處

に
於

て

「

切 

貨

物

の

'
價

傅

を
測
定

比

較

す

%

き

終

極

眞

實
0 .
.
尺

度

な
令
謂

：へ
る
は
當

&

ず
。

r

貨
物
-の
現 

ft
K

は
過

去

の

相

對
«

«
を
決

す

る

も

の
は
、
^
働

が

生

産

す

ベ
き

貨

物
0.
比
較
量
に
し
て
#
 

« :
者

が

今
.の
勞
働
今
交
.換
し
て
，受
く

る

貨

物

の，此

較

量

に

て
は
あ
ら

f
る
な
&

」

と
謂

ふ
o
葛

pp. 
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.於

で

5
ョ
&:
0

®.
:

(

未
完)

\
|

!

1

I
!

!

1

!

1

s

!

I

I

'
.

資

本

主
_

の
槪
..念

を

肯

定

せ

ん

ミ

す

る

も
，の

に
は

物
的
方
面

ょ
，
&

す
る
も
の

ビ
精
刺
的
又 

た
は
人
格
的
方

®

す
る
も
の
ミ
が
あ
る
。
而
し
て
-前
舊
办
內
容
が
後
者
ょ
り
も
複
雜
で 

あ
る
こ
ビ
は
主
在
し
て

之
れ

が
根
本
的

基
礎
で

あ)

る

資
本
其
者
®
槪
念
が

フ
ォ
ン
：
ソ

キ

ず
ー
か 

云
つ
た
如
く
，可
，等
統
一
的
で
な
く
頗
る
，
多
種
.多
機
に
存

す
る

.
點
$
あ
る

(

1.0
。
今
，試
み

に

其
主

な
る
も
の
を
擧
ぐ
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る

。
.

■ V
、

資
本
其
者
を
以
て
我
邦
の
現
時
に
於
け
る
民
法

I

定
す
る
が
如
く

「

元
本

」

即
ち
刹
子
を 

•

齎
ら
す
資
本

0
普
|

3

玲̂
5
<
1
|
1

)

；
の
章
義
に
解
す
る
も
の
で
あ
る
。
斯
く
の
如
&
は
谷 

國
の
法
律
上
に
於
け

る
條
文

n
於
て

多
く
見
る
處
で
、

勿

纖
之
れ
が
內
容
中
に
は
株
券
お

_
他
、有
限
責
任
會
社

0;

:持
分
等
を
も
包
：有
す
る

0,

で
办

.る
。
.

第十
.六
猞
-(

三
六九)

，

瞼

餽

近

.世
資
本
主
義
越
源
考

•.
 

‘
 

.

.

第
I

七
九


